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渤
海
国
関
連
詩
文
の
表
現
に
つ
い
て

―
―

「
海
」
「距
離
」
の
表
現
を
中
心
に
―
―

は
じ
め
に

日
本
と
渤
海
国

（現
在
の
中
国
東
北
部

・
北
朝
鮮

。
ロ
シ
ア
の
南
東
部
の

一
部
、
六
九
八
年
～
九
二
六
年
）
と
の
国
交
は
、
聖
武
天
皇

の
神
亀
四
年

（七
二
七
年
）
に
始
ま
る
。
そ
の
当
時
、
日
本
は
唐
や
新
羅
と
も
す
で
に
国

交
が
あ
り
、
来
日
し
た
外
国
の
使
節
と
詩
文
を
通
じ
た
交
流
が
あ

っ
た
こ
と

は

『懐
風
藻
』
に
残
る
長
屋
王
の

「於
二
宝
宅

・宴
二
新
羅
客

こ

な
ど

一
連
の

作
品
か
ら
分
か
る
。
し
か
し
、
長
屋
王
主
催
の
詩
宴
で
は
、
新
羅
使
の
作
品

を
見
る
事
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
渤
海
国
に
関
連

し
た
も
の
で
は
、
歴
史
書
に
両
国
の
国
書
が
載
せ
ら
れ
、
ま
た
勅
撰
三
集
に

は
、
弘
仁
五
年
に
来
日
し
た
渤
海
使
節
に
関
し
た
作
品
を
中
心
と
し
た
詩
が

残

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
渤
海
国
と
の
交
流
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
と

し
て
、
唐

・
新
羅
と
比
較
し
て
資
料
が
多
く
残

っ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

渤
海
国
が
朝
貢
と
い
う
形
で
我
国
と
国
交
を
結
ん
だ
た
め
、
渤
海
国
の
国

山

谷

糸己

子

書
の
態
度
を
め
ぐ
っ
て
、
宝
亀
三
年
正
月
十
六
日
条

「責
二
問
渤
海
王
表
無

礼
於
壱
万
福
「
（中
略
）
所
レ上
之
表
、
豊
違
レ
例
無
礼
乎
。
由
レ
舷
、
不
レ収
ニ

其
表

こ
、
宝
亀
三
年
正
月
二
十
五
日
条

「渤
海
使
壱
万
福
等
、
改
二
修
表

文
「
代
レ
王
申
謝
」
の
よ
う
に
た
び
た
び
摩
擦
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
は
両
国
と
も
に
文
章
表
現
の
選
択
は
慎
重
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
同

一
対
象
へ
の
表
現
の
方
法
に
つ
い
て
日

・
渤
両

国
を
比
較
し
、
ま
た
時
代
順
に
表
現
の
変
遷
を
整
理
し
て
み
る
。
具
体
的
に

は
両
国
の
間
に
広
が
る

「海
」
と

「距
離
」
と
の
表
現
方
法
に
注
目
し
た
。

一
、
「海
」
の
表
現
―
日
本
国
書
を
中
心
に
―

日
本
と
渤
海
国
と
の
間
に
は
日
本
海
を
始
め
と
す
る
大
海
が
広
が
っ
て
い

る
。
波
濤
を
越
え
る
旅
程
に
は
、
陸
続
き
の
国
に
行
く
の
と
は
ま
た
違
う
困

難
が
伴

っ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
。
事
実
遭
難
事
故
も
多
く
、
日
本
の
送
渤
海

使
が
遭
難
す
る
事
も
あ
っ
た
。
海
へ
の
関
心
は
両
国
と
も
に
高
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
渤
海
関
連
の
詩
文
中
に
散
見
さ
れ
る

「海
」
の
表
現
に



は
時
代
的
変
遷
が
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
変
遷
が
渤
海
国
と
の
交
流
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
渤
海
国
と
国
交
を
樹
立
し
た
神
亀
四
年
以
降
の
歴
史
書
に
記
載
さ

れ
る
渤
海
国
関
連
記
事
か
ら

「
海
」
「
波
」
を
含
む
表
現
を
抜
粋
し
時
代
順

に
並
べ
る
。
対
象
は
勅
撰
三
集
に
収
め
ら
れ
る
作
品
の
下
限
で
あ
る
天
長
五

年
ま
で
と
す
る
。

（
日
本
）

①
治
波
雖
レ
隔
、
不
レ
断
二
往
来
「
　

　

　

　

　

（神
亀
四
年
四
月
十
六
日
）

②
使
楊
承
慶
等
遠
渉
二
治
海
ヽ
来
吊
二
国
憂
「
　

（天
平
宝
字
三
年
二
月
朔
）

③
使
史
都
蒙
等
遠
渡
二
治
浜
、
来
賀
二
践
詐
「
　

（宝
亀
八
年
五
月
廿
三
日
）

④
渤
海
通
事
従
五
位
下
高
説
昌
、
遠
渉
二
治
波
ヽ
数
廻
入
レ
朝
。

（宝
亀
十
年
十

一
月
十
日
条
）

⑤
彼
渤
海
之
国
、
隔
以
二
治
涙
「
（中
略
）
但
顧
二
巨
海
之
無
レ
際
、
非
ニ

一
葦
之
可

，
航
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（延
暦
十
七
年
五
月
十
九
日
）

⑥
沃
レ
日
治
涙
、
企
乃
到
尖
。
接
レ
天
波
浪
、
葦
能
乱
レ
之
。

（弘
仁
二
年
正
月
廿
二
日
）

⑦
凌
二
鯨
波

一以
修
聘

（中
略
）
旋
渉
二
大
水
「

（弘
仁
六
年
正
月
廿
二
日
）

③
故
渤
海
国
使
従
三
位
王
孝
廉
、
開
庭
修
レ
聘
、
治
涙
廻
レ
腫
。

（弘
仁
六
年
六
月
十
四
日
）

⑨
絶
二
組
涙
一而
掛
二
帆
駿
奔
治
波
「
随
二
雁
序

・而
輸
二
絡
馨
制
絡
閥
「

（弘
仁
十
二
年
正
月
廿

一
日
）

⑩
使
等
凌
二
危
波

崚
ヽ
忘
二
寒
風
一天
参
来
気
利
０
　

　

（天
長
元
年
二
月
二
日
）

（渤
海
国
）

①
而
槍
涙
括
レ
地
、
波
浪
漫
レ
天
　
　
　
　
　
（延
暦
十
五
年
四
月
廿
七
日
）

⑫
差
二使
奔
波
ヽ
貴
申
二
情
体
「
　
　
　
　
　
　
（延
暦
十
五
年
十
月
二
日
）

⑬
雖
二復
巨
海
漫
レ天
、
治
波
浴

，
日
、
路
無
二
侃
限
ヽ
望
断
二
雲
霞
“

（延
暦
十
七
年
十
二
月
廿
七
日
）

ま
ず
は
確
実
に

「海
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
表
現
①
②
③
④
⑤
⑦

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
⑤

「巨
海
」
は
渤
海
国
側
に
⑬
の
用
例
が
あ
り
、
中

国
の
文
献
に
も
多
数
の
用
例
が
確
認
で
き
る
表
現
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
述

す
る

「治
海
」
の
よ
う
に
特
定
の
海
を
指
す
語
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
「巨
海
」
は
延
暦
十
七
年
の
五
月
に
渤
海
側
が
定
例
を
破

っ
て
啓
を
省

略
し
た
こ
と
を
問
い
た
だ
し
た
璽
書
⑤
と
、
そ
れ
に
対
す
る
渤
海
国
の
返
答

の
啓
で
あ
る
⑬
と
に
共
通
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
渤
海
国
の
日
本
側
へ
の
歩

み
寄
り
の
一
端
を
垣
間
見
せ
る
よ
う
で
興
味
深
い
。
し
か
し
、
両
国
の
間
で

「巨
海
」
が

「海
」
を
指
す
語
と
し
て
主
流
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
⑦

「大
水
」
は
、
日
本
に
だ
け
見
ら
れ
る
用
例
で
あ
る
。
日
本
で
は

（
３
）

「
″水

〃
を

″海
″
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
指
摘
か
ら
、
こ
こ
で
は

「
大
海
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て

「大
水
」
は
通
常

「洪
水
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
「大
海
」
と
同
意
で

使
わ
れ
る
日
本
の
用
例
は
管
見
で
は
見

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

次
に

「治
」
を
頭
に
つ
け
た
表
現
の
考
察
に
移
ろ
う
。
語
句
の
整
理
を
す

る
と

「
治
海
」
は
日
本
と
渤
海
両
国
を
隔
て
る

「
東
海

・
渤
海
」
を
示
す
語

で
あ
る
。
ま
た

「
治
浜
」
「
治
波
」
は
文
字
通
り

「
あ
お
う
な
ば
ら

ｏ
あ
お

い
波
」
と
い
っ
た
意
味
で
特
殊
な
意
を
こ
め
た
言
葉
で
は
な
い
。
た
だ
し
、

①
②
③
④
で
は

「
治
波
」
と
い
う
言
葉
で

「
海
」
そ
の
も
の
を
示
そ
う
と
し



て
い
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
中

で
も
②
③
④

で
は

理
渥
渉

（渡
と

と
い
う
語
と
抱
き
合
わ
せ
た

一
種
の
慣
用
句
の
形
に
な

っ
て
い
る
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
表
現
は
、
『続
日
本
紀
』
に
お
い
て
渤
海
使
関

連
記
事
以
外
で
も
何
例
か
見
出
せ
る
。

ａ
道
慈
法
師
、
遠
渉
二
槍
波
ヽ
藪
二
異
聞
於
絶
境
「
（養
老
三
年
十

一
月
朔
）

ｂ
唐
僧
道
栄
、
（中
略
）
遠
渉
二
治
波
ヽ
作
二
我
法
師
つ（天

平
元
年
八
月
五
日
）

ｃ
其
大
僧
都
鑑
真
和
上
、
戒
行
転
潔
、
自
頭
不
レ
変
。
遠
渉
二
治
波
ヽ
帰
ニ

我
聖
朝
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（天
平
宝
字
二
年
八
月
朔
条
）

ｄ
新
羅
使
蘭
孫
等
、
遠
渡
二
治
波
「
賀
レ
正
調
レ
貢
。（宝

亀
十
年
十
月
四
日
条
）

以
上
の
四
例
は
、
唐
や
新
羅
な
ど
か
ら
渡
海
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
文
脈

で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

理
還
渡
二
治
波

こ

は
渡
海
す
る
こ
と
を
描
く
場
合

に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
た
表
現
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
②

「楊
承
慶
」
、

③

「史
都
蒙
」
、
④

「高
説
昌
」
の
よ
う
に
す
べ
て
個
人
名
と

一
緒
に
用
い

ら
れ
て
い
る
特
徴
も
指
摘
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
使
用
さ
れ
る
期
間
に
注
目
す

る
と
、
こ
の
表
現
は
光
仁
朝
の
宝
亀
年
間
以
降
は
見
ら
れ
く
な
る
。
桓
武
朝

以
後
は
、
個
人
を
名
指
し
す
る
こ
と
自
体
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
が
、
③

「故

渤
海
国
使
従
三
位
王
孝
廉
、
閾
庭
修
レ
聘
、
治
涙
廻
レ
臆
。
」
（弘
仁
六
年
六
月

十
四
日
）
の
よ
う
に
個
人
名
が
で
て
き
て
も
、
「遠
渡
二
槍
波

こ

を
用
い
る

こ
と
は
な
い
。
こ
の
傾
向
は
は

っ
き
り
し

て
お
り
、
渤
海
国

に
宛

て
た

「書
」
の
表
現
は
、
光
仁
朝
と
桓
武
朝
と
の
間
に
変
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。

も
う

一
つ
の
変
化
は
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
期
以
降
に
見
ら
れ
る
。
桓
武
朝

ま
で
は
、
「治
波
」
は
①
②
③
④
の
よ
う
に

「渉
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て

「海
」
を
指
す
の
に
対
し
て
、
嵯
峨
朝
で
は
⑦
⑨
⑩
の
よ
う
に

「渉
」
の
語

と
離
れ
て
、
文
字
通
り

「波
」
に
主
眼
を
お
く
形
に
な
っ
て
く
る
。
波
の
表

現
が
よ
り
状
態
を
示
す
も
の
に
な
り
、
大
き
く
う
ね
っ
た
波
を

「鯨
」
「危
」

と
い
う
語
で
形
容
し
て
い
る
。
海
の
広
さ
よ
り
も
、
波
の
荒
さ
を
、
ひ
い
て

は
航
海
の
困
難
さ
を
よ
り
具
体
的
に
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「波
」
自
体
を
表
現
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
先
立

っ
て
渤
海
国
の
用
例
⑫
に

「差
二
使
奔
波
ヽ
貴
申
二情
体
置

と
あ
り
、
日
本
の

「波
」
の
表
現
の
変
化
を

考
え
る
際
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
波
を
詳
し
く
表
現
す
る

こ
と
は
、
渤
海
国
側
に
す
で
に
前
例
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
受
容
も
考
え
ら

れ
る
が
、
嵯
峨
天
皇
が
か
の
国
に
倣

っ
て
積
極
的
に
国
書
に
新
し
い
表
現
を

入
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
嵯
峨

朝
も
ま
た
、
「書
」
の
中
の
表
現
形
式
の
変
革
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

で
は
、
勅
撰
三
集
の
作
品
の
表
現
に
は
、
国
書
に
見
ら
れ
る
表
現
の
変
遷

は
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
「海
」
の
表
現
―
勅
撰
三
集
の
作
品
を
中
心
に
―

勅
撰
三
集
に
残
る
渤
海
国
関
連
詩
十
九
首
の
内
、
弘
仁
五
年
に
来
日
し
た

渤
海
使
に
関
し
た
も
の
が
十
三
首
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
こ
の
他
に

は
、
淳
仁
朝
天
平
宝
字
三
年
に
詠
ま
れ
た

『経
国
集
』
１５３
楊
泰
師

「夜
聴
ニ

梼
衣
こ
、

１８２
楊
泰
師

「奉
和
二
紀
朝
臣
公
詠
峯
ヨ
詩
こ

や
延
暦
年
中
の
作
と

（
４
）

い
わ
れ
る

『凌
雲
集
』
８３
大
伴
氏
上

「渤
海
入
朝
」
な
ど
が
あ
る
。



勅
撰
三
集
の
渤
海
国
関
連
詩
に
お
け
る

「海
」
の
表
現
を
以
下
に
抜
粋
す

Ｚ
り
。Ｉ

大
海
途
難
レ
渉
、
孤
舟
未
レ
得
レ
廻
。

翁
文
華
秀
麗
集
』
３５
坂
上
今
雄

「
秋
朝
聴
レ
鷹
寄
二
渤
海
入
朝
高
判
官
釈
録
事

己
）

Ⅱ
渤
海
望
無
レ
極
、
蒼
波
路
幾
千
。
占
レ
雲
遥
騒
レ
水
。
就
レ
日
遠
朝
レ
天
。

Ｓ
文
華
秀
一麗
集
』
３８
桑
原
腹
赤

「和
下
渤
海
入
期
副
使
公
賜
レ
対
二
龍
顔

・之
作
と
）

Ⅲ
蒼
茫
渤
潔
幾
千
里
、
五
両
舟
中
送
三

年
「
鰻
堅
難
辛
孤
帆
度
、
鯨
濤

殺
伯
遠
情
伝
。
「
経
国
集
』
１２７
滋
野
貞
主

「春
日
奉
レ
使
入
二
渤
海
客

館

・し

以
上
、
日
本
と
渤
海
国
と
の
間
に
広
が
る
海
の
表
現
と
し
て
、
傍
線
を
付

し
た
三
例
が
指
摘
で
き
る
。
す
べ
て
弘
仁
五
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
日
本
に

滞
在
し
た
渤
海
使
に
関
わ
る
作
品
で
あ
る
。
た
だ
し
渤
海
国
側
で
は
、
王
孝

廉

（『文
華
秀
麗
集
』
１６
、

‐８
ヽ

３９
、

４０
、

４‐
）
、
釈
仁
貞

（『
文
華
秀
麗
集
』

‐７
）
ら
が
作
品
を
残
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
海
」
の
用
例
は
見
当
た
ら
な

い
。前

述
の
国
書
と
違
い
詩
に
は

「遠
渡
二
治
波
こ

の
よ
う
な
決
ま

っ
た
表
現

は
な
い
。　
一
例
ず

つ
典
拠
や
他
の
用
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

Ｉ

「
大
海
」
は
、
先
ほ
ど
考
察
し
た
渤
海
関
連
記
事
に
は
見
出
せ
な
い
語

だ
が
、
『
日
本
書
紀
』
仲
哀
天
皇
八
年
九
月
朔
条
に

「便
登
署
同
岳
ヽ
蓬
望
ニ

之
大
海
「
暖
遠
而
不
レ
見
レ
国
。
」
と
、
朝
鮮
半
島
の
方
向
に
あ
る
海
を

「大

海
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
お
り
、
あ
り
ふ
れ
た
普
通
名
詞
の
使
用
で
こ

の
詩
特
有
の
語
と
は
い
え
な
い
。
次
に
、
Ⅱ

「
蒼
波
」
は
、
前
述
の
よ
う
に

多
く
の
用
例
を
持

つ
語
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
三
句
目
の

「占
レ
雲
蓬
騒
レ

水
。
」
が

「占
雲
之
訳
交
」
肩
、
験
レ
水
之
貢
継
レ
踵
」
（延
暦
十
八
年
四
月
十

五
日
条
）
に
四
句
目
の

「就
レ
日
遠
朝
レ
天
。
」
が

「
就
レ
日
逢
思
春
二
我
尭

こ

翁
凌
雲
集
』
８３
大
伴
氏
上

「
渤
海
入
朝
し

に
類
似
す
る
な
ど
、
波
線
を
引

い
た
部
分
に
日
本
の
前
例
を
参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
表
現

が
見
ら
れ
る
。
詩
題
に

「龍
顔
」
と
天
皇
に
関
係
す
る
言
葉
が
あ
る
事
も
念

頭
に
お
く
と
、
公
式
的
な
雰
囲
気
を
持

つ
詩
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
そ
う

で
あ
る
。
Ⅲ

「鯨
濤
」
は
前
の
二
例
と
は
違
い
、
荒
れ
る
波
そ
の
も
の
に
主

眼
を
置
い
た
表
現
で
あ
る
。
前
述
⑦

「鯨
波
」
に
共
通
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
か
ら
史
書
に
載
る
国
書
に
お
い
て
、
弘
仁
六
年
頃
か
ら
意
味
が

変
化
を
き
ざ
し
た

「
波
」
の
表
現
を
、
滋
野
貞
主
も
時
を
同
じ
く
し
て
使
用

し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
滋
野
貞
主
の
詩
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
嵯
峨
詩

壇
と
の
関
わ
り
も
想
定
で
き
る
。
滋
野
貞
主
は
、
渤
海
国
関
連
詩
に
限
ら
ず

嵯
峨
詩
壇
の
中
で
も
新
し
い
表
現
を
い
ち
早
く
使
う
詩
人
と
し
て
位
置
付
け

（
６
）

ら
れ
、
「波
」
の
表
現
も
そ
れ
を
示
す
例
と
し
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
日
本
と
渤
海
国
と
の
間
に
広
が
る

「海
」
の
表
現
に
つ
い
て
考
察

し
て
き
た
。
日
本
側
の
表
現
で
は

「
遠
渡
二
槍
波
こ

の
よ
う
な
決
ま

っ
た
形

を
持

つ
句
も
あ

っ
た
が
、
桓
武
朝
以
後
で
は
海
の
大
き
さ
と
と
も
に
波
風
の

厳
し
さ
に
よ
り
重
点
を
お
い
て
描
く
よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
手

法
を
用
い
る
よ
う
に
な

っ
た
背
景
と
し
て
、
渤
海
使
の
遭
難
の
回
数
が
上
げ

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
桓
武
朝
以
前
の
光
仁
朝
で
は
渤
海
使
は
来
る
た
び

に
遭
難
し
、
日
本
側
は
帰
国
の
船
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う



な
表
現
の
方
法
は
嵯
峨
朝
に
も
受
け
継
が
れ
た
が
、
嵯
峨
朝
で
は
、
波
の
激

し
さ
を
さ
ら
に
印
象
的
に
し
、
渤
海
使
の
苦
難
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

渤
海
国
側

で
は
、
「海
」
を
表
現
し
た
例
が
少
な
く
、
は

っ
き
り
と
し
た
変

遷
や
特
徴
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
。
概
し
て
日
本
側
が
前
述
し
た

「遠
渡
二

治
波

こ

の
よ
う
な
決
ま
り
文
句
を
多
用
す
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
渤

海
国
側
は
繰
り
返
し
使
う
語
が
少
な
い
印
象
を
う
け
る
。
ま
た
、
「巨
海
」

や
嵯
峨
朝
以
後
の

「
波
」
の
表
現
な
ど
、　
一
部
両
国
の
交
流
の
結
果
と
み
る

こ
と
が
で
き
そ
う
な
動
き
も
あ
る
が
、
両
国
交
流
に
よ
る
文
章
表
現

へ
の
影

響
と
い
う
点
で
は
、
更
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

漢
詩
の
特
徴
を
考
察
す
る
に
あ
た

っ
て
、
渤
海
国
側
に
は

「
海
」
の
表
現

が
な
い
の
で
、
漢
詩
と
日
本
の
国
書
と
の
比
較
の
み
に
焦
点
を
し
ば
る
と
、

個
人
に
宛
て
た
詩
が
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
遠
渡
二
槍
波

こ

と
い
う

表
現
は
直
接
勅
撰
三
集
の
詩
に
は
と
り
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
詩
の
内
容
に
比
重
が
か
か
る
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
「
海

を
越
え
て
苦
難
の
路
を
き
た
」
と
い
う
も
の
よ
り
も
、
遠
い
異
郷
に
滞
在
し

て
い
る
寂
し
さ
を
な
ぐ
さ
め
る
内
容
の
ほ
う
が
好
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
「海
を
越
え
て
苦
難
の
路
を
き
た
」
と
い
う
内
容
は
、
遠
く
日
本

を
慕

っ
て
き
た
渤
海
使
を
ね
ぎ
ら
う
性
格
が
強
く
、
個
人
的
な
詩
に
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
Ⅱ
、
Ⅲ
の
詩

は
官
人
と
し
て
の
立
場
が
強
く
出
て
い
る
作
品
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

公
式
的
な
雰
囲
気
の
強
い
Ⅱ
、
Ⅲ
で
あ
る
が
、
作
品
中
に
も
う

一
つ
注
目

す
る
べ
き
表
現
が
あ
る
。
点
線
を
引
い
た
箇
所
の
よ
う
に
日
本
と
渤
海
国
と

の
距
離
を

「幾
千
」
と
い
う
数
字
を
用
い
て
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
に

距
離
の
考
察
に
移
り
た
い
。

三
、
「
千
里
」
「
万
里
」
考

前
述
し
た

『文
華
秀
一麗
集
』
３８
と

『経
国
集
』
１２７
で
は
ヽ
渤
海
国
か
ら
日

本

へ
の
航
海
の
距
離
を

「幾
千
里
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
渤
海

国
に
関
連
し
た
詩
文
に
は
距
離
を
数
字
で
示
し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
以

下
に
用
例
を
挙
げ
る
。

イ
策
レ騎
副
刷
何
処
至
、
春
風
千
里
海
西
郷
。

「
文
華
秀
麗
集
』
２４
巨
勢
識
人

「春
日
餞
三
野
柱
史
奉
レ使
存
二
間
渤
海
客
己
）

口
万
里
雲
辺
辞
レ
国
遠
、
三
春
煙
裡
望
レ
郷
迷
。

翁
文
華
秀
麗
集
』
３６
坂
上
今
継

「和
二渤
海
大
使
見
レ寄
之
作
己
）

ハ
辞
レ家
里
許
不
レ勝
レ感
、
況
復
他
郷
客
子
情
。
」

「
文
華
秀
麗
集
』
３７
滋
野
貞
主

「春
夜
宿
二鴻
臆
一簡
二渤
海
入
朝
王
大
使
こ
）

二
渤
海
望
無
レ
極
、
蒼
波
路
幾
千
。

ａ
文
華
秀
一麗
集
』
３８
桑
原
腹
赤

「和
下
渤
海
入
期
副
使
公
賜
レ対
二龍
顔
一之
作
Ｌ
）

ホ
誰
言
千
里
隔
、
能
照
両
郷
人
。

翁
文
華
秀
一麗
集
』
４０
王
孝
廉

「和
下
坂
領
客
対
レ
月
思
レ郷
見
レ
贈
之
作
と
）

へ
蒼
茫
渤
潔
幾
千
里
、
五
両
舟
中
送
三

年
「



翁
経
国
集
』
１２７
滋
野
貞
主

「
春
日
奉
レ
使
入
二
渤
海
客
館

こ
）

こ
の
中
で
ハ
は
京
都
の
鴻
臆
館
、
イ

・
ホ
も
渤
海
使
が
出
航
す
る
予
定
の

出
雲
と
の
距
離
を
詠
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
も
国
内
の
距
離
で
あ
る
。
両
国
の

間
は
口
。
二
。
へ
の

「
幾
千
里
」
「
万
里
」
が
相
当
す
る
。
従

っ
て

「
千
里
」

以
上
の
道
の
り
は
日
本
国
外
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
詩
の
表
現
で
は
、

両
国
の
距
離
は

「
幾
千
里
」
と

「
万
里
」
の
二
つ
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

歴
史
書
に
載
る
国
書
の
例
を
見
て
み
る
と
、
距
離
の
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見

当
た
ら
な
い
。

（
日
本
）

萎
二
国
命
於
西
秦
ヽ
五
台
之
嶺
非
レ
透
。
敦
二
隣
好
於
南
夏
ヽ
万
里
之
航
自
通
。

（天
長
三
年
五
月
十
五
日
）

（渤
海
国
）

伏
以
、
両
邦
継
レ
好
、
今
古
是
常
、
万
里
尋
レ
修
、
始
終
不
レ
替
。

（弘
仁
十
年
十

一
月
二
十
日
）
　

〈
万
里
〉

両
国
と
も
該
当
す
る
表
現
は

一
例
ず

つ
で
あ
る
。
ま
た
日
本
の
用
例
は
両

国
の
距
離
を
厳
密
に
示
し
た
も
の
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

渤
海
国

の
用
例

に
は
、
時
代
は
少
し
下
る
が

「両
邦
相
去
、
万
里
有
余
」

（承
和
九
年
二
月
九
日
条
）
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
両
国
の
距
離

は

「
万
里
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
承
和
九
年
三
月
九
日
条
の
渤
海

国
の
啓
を
受
け
て
、
日
本
が
渤
海
国
に
出
し
た
太
政
官
牒
に
は

「
守
三

紀

之
龍
信
ヽ
凌
二
千
里
之
鼈
波
醒

（承
和
九
年
四
月
十
二
日
条
）
と
あ
り
、
日

本
に
お
け
る
両
国
の
距
離
の
認
識
は
少
な
く
と
も
渤
海
国
関
連
詩
文
か
ら
は

「幾
千
里
」
の
方
が
主
流
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

で
は
、
平
安
初
期
の
日
本
に
お
い
て
、
「
千
里
」
「
万
里
」
の
使
い
分
け
に

は
何
か
基
準
と
な
る
も
の
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
初
期
ま
で
の
漢

詩
に
お
け
る

「
千
里
」
「
万
里
」
の
用
例
を
整
理
し
て
、
類
題
別
に
作
品
を

挙
げ
る
。
「幾
千
」
の
用
例
は
先
に
考
察
し
た
二
例
の
み
な
の
で
表
に
は
挙

げ
な
い
。
ま
た
、
「千
万
里
」
と
い
う
言
葉
も
特
殊
な
例
と
考
え
、
今
回
は

対
象
と
し
な
い
。
（表
の
中
の
数
字
は
、
作
品
番
号
を
示
し
て
い
る
。
）

〈千
里
〉

『
懐
風
藻
』
、
『
凌
雲
集
』
、
『
文
華
秀
麗
集
』
、
『
経
国
集
』
に
お
い
て
、
「
千

里
」
、
「
万
里
」
と
も
に

「
餞
別
」
「
贈
答
」
の
類
題
に
属
す
る
作
品
に
多
く

『
奴碑
』

『
十六
』

『洗颯
』

『結は
』

遊
覧

宴
集

２‐
□
２５

″ 餞
別

３‐
回

贈
答

楽

府

梵
門

″ 一展
傷

９ ４

‐２７

‐７６

雑
詠

『
奴に
』

『
十人
』

『洗啄
』

『』欧
』

6 遊
覧

□
宴
集

‐９
″
２６

″
□

餞
別

国 贈
答

楽
府

梵

門

哀
傷

８ ７

‐５２

‐６３

‐７９

‐９‐

π 雑
詠



使
用
さ
れ
る
傾
向
は

一
致
し
て
い
る
。
遠
く

へ
去
る
人
、
遠
く
に
滞
在
し
て

い
る
人
に
贈
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
語
が
多
く
使
わ
れ
る
と
い
う
結
果
は
予
想

通
り
で
あ
ろ
う
。
国
内
の
距
離
で
も

「千
里
」
と

「
万
里
」
と
が
両
方
存
在

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
じ
方
向

へ
行
く
例
と
し
て
、
東
北
を
舞
台
と
し

た
作
品
で
確
か
め
て
み
た
い
。

斜
体
の
作
品
番
号
は
、
日
本
の
東
北
地
方
を
舞
台
に
し
た
五
首
の
作
品
で

あ
る
。
そ
の
中
で

「
千
里
」
の
用
例
を
も

つ
作
品
は

『凌
雲
集
』
２２
嵯
峨
天

皇

「
餞
三
右
親
衛
少
将
軍
朝
嘉
通
奉
レ
使
慰
二
撫
関
東
ヽ
探
得
臣
。
」
、

６４
小
野

苓
守

「奉
レ
和
下
傷
二
右
近
衛
大
将
軍
坂
宿
爾
一御
製
と

の
二
首
で
あ
り
、
「
万

里
」
は

『
凌
雲
集
』
２‐
嵯
峨
天
皇

「
吏
部
侍
郎
野
美
聞
レ
使
二
辺
城
ヽ
賜
二
帽

装
置
、
『
文
華
秀
麗
集
』
２２
小
野
苓
守

「
留
別
文
友
」
、

１１６
小
野
琴
守

「奉
レ

和
レ
聴
二
新
鴬

こ

の
三
首
と
な
る
。
ま
た
、
空
海
の

『
性
霊
集
』
の
１７

「贈

三
伴
按
察
平
章
事
赴
二
陸
府

・詩
井
序
」
に
も

「
東
涯
万
里
少
三

歩

　ヽ
一
妊

早
馳
荒
服
馴
。
」
と
、
東
北
と
関
係
し
た
作
品
に

「
万
里
」
の
語
が
見
え
る
。

「千
里
」
の
二
例
の
用
例
の
う
ち

『凌
雲
集
』
２２
嵯
峨
天
皇

「餞
三
右
親
衛
少

将
軍
朝
嘉
通
奉
レ
使
慰
二
撫
関
東
「
探
得
臣
。
」
は
、
「
東
北
」
で
は
な
く

「
関

東
」

へ
向
か
う
こ
と
を
重
要
視
す
れ
ば
、
勅
撰
三
集
に
お
い
て
東
の
方
向

へ

「
万
里
」
と
い
え
ば
東
北
地
方
を
指
す
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
実

際
の
距
離
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ま

つ
ろ
わ
ぬ
東
北
と
い
う
心
理
的
な
遠
さ

が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
東
北
に
関
し
て
は
、
都
の
官
人
た
ち
の
心
情

が

一
致
し
て
い
る
た
め
は

っ
き
り
と
し
た
傾
向
が
で
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
外
国

へ
の
距
離
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
詩
番
号
を
四
角
で
囲

っ
た

も
の
が
、
外
国
と
の
距
離
を
示
す
表
現
を
も

つ
作
品
で
あ
る
。
渤
海
国
関
係

を
除
い
た
三
首
を
挙
げ
る
。

卜
青
海
千
里
外
、
自
雲

一
相
思
。

「
懐
風
藻
』
７７
百
済
和
麻
呂

「秋
日
於
二
長
王
宅

・宴
二
新
羅
客

こ
）

チ

一
去
殊
二
郷
国
「
万
里
絶
二
風
牛
「

翁
懐
風
藻
』
７９
吉
田
宜

「秋
日
於
二
長
王
宅

・宴
二
新
羅
客

己
）

り
数
君
為
二
国
器
ヽ
万
里
渉
二
長
流
¨

翁
懐
風
藻
』
４３
賀
陽
豊
年

「
別
二
諸
友
入

，
唐
し

卜

・
チ
か
ら
新
羅
使
に
対
し
て
も
、
「
千
里
」
「
万
里
」
の
両
方
の
例
が
あ

る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
り
の
詩
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
延
暦
二
十
二
年

に
入
唐
す
る
友
人
達
と
の
別
れ
を
詠
ん
だ
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
遣

唐
使
節
に
は
、
大
使

・
藤
原
葛
野
麻
呂
を
始
め
、
朝
野
鹿
取

・
最
澄

。
空
海

な
ど
勅
撰
三
集
に
関
わ
る
人
々
が
何
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
抜
粋
し
た

一
、

二
句
目
は
有
用
な
人
材
が
は
る
か
唐

へ
向
か
う
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ

か
ら
日
本

に
お
い
て
は

「
万
里
」
に
相
応
し
い
距
離
を
持

っ
て
い
る
国
は

「唐
」
と
い
う
考
え
が
あ

っ
た
可
能
性
が
読
み
と
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
は

「
千
里
」
の
語
は
無
い
が
、
「
万
里
」
は
二
例
見
出
せ
る
。
そ
の
中
で
外
国
と

関
わ
り
が
あ
る
の
は
天
平
十
五
年
正
月
十
二
日
条
の

「諸
徳
等
、
或

一
時
名

輩
、
或
万
里
嘉
賓
、
会
日
二
人
師
ヽ
咸
称
二
国
宝

こ

で
あ
る
。
注
に
は

「外

国
か
ら
渡
来
し
た
僧
」
と
あ
る
が
、
天
平
年
間
は
伝
戒
師
の
招
請
に
努
め
た

時
期
で
あ
り
、
実
際
に
天
平
八
年
に
唐
か
ら
二
人
の
僧
侶
が
来
日
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
場
合
は
唐
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。



ま
た
後
世

の
例
に
な
る
が
、
小
野
笙
が
唐
客
に
贈

っ
た
と
さ
れ
る
詩
に
も

「
万
里
東
来
何
再
日
、　
一
生
西
望
是
長
襟
。
」
（『
和
漢
朗
詠
集
』
餞
別
６３５
）
と

あ
る
。
「
万
里
」
と
き
い
て
具
体
的

に
思
い
浮
か
べ
る
国
は
唐
が

一
般
的

だ

っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
渤
海
国
が
日
本
と
の
距
離
を

「
万
里
」
と
し

て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
側
が
渤
海
国
と
の
距
離
を

「幾
千
里
」
と
表
現
し

た
こ
と
も
説
明
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
渤
海
国
に
と

っ
て
日
本

へ
の
路
は
、

唐
や
新
羅
な
ど
地
続
き
の
国
と
違
い
、
荒
れ
た
海
を
越
え
る
と
い
う
苦
難
の

も
の
で
あ

っ
た
。
特
に
渤
海
使
の
船
は
、
弘
仁
二
年
に
は
日
本
の
船
と
の
交

換
を
願
い
出
た
り
し
て
い
て
、
必
ず
し
も
誇
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か

っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
渤
海
王
自
身
も
桓
武
天
皇
に
宛
て
た
啓

の
中
で
、
「
而
巨
木
綸
材
、
土
之
難
レ
長
。
小
船
汎
レ
海
、
不
レ
没
即
危
。
」
（延

暦
十
五
年
十
月
二
日
条
）
と
自
身
の
船
を

「小
船
」
と
呼
び
、
航
海
の
危
険

を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
渤
海
国
側
は
日
本

へ
の
距
離
を
大

い
に
強
調
し
た
い
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
国
は
渤

海
国
の
先
に
あ
る
大
国

。
唐
を
い
つ
も
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
両
国
の
心
情
の
差
が
距
離
の
表
現
と
な

っ
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

渤
海
関
連
詩
文
の

「
海
」
と

「
距
離
」
に
関
す
る
表
現
を
取
り
上
げ
て
考

察
し
た
。
本
稿
で
は
、
聖
武
朝
か
ら
淳
和
朝
ま
で
の
約
百
年
を
対
象
と
し
、

時
間
軸
に
沿

っ
て
巨
視
的
に
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
海
」
の
表
現
は
桓

武
朝
で
変
化
し
、
嵯
峨
朝
で
多
彩
に
伸
展
し
た
こ
と
が
整
理
で
き
た
。　
一
方
、

「
距
離
」
の
表
現
は
、
漢
詩
に
は
嵯
峨
朝

・
弘
仁
五
年
に
来
朝
し
た
渤
海
使

に
関
連
し
た
作
品
に
す
で
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
国
書
で
は
嵯
峨
朝
の
次

の
淳
和
朝
で
初
め
て
使
用
さ
れ
る
と
い
う
時
間
的
な
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
「
千
里
」
、
「
万
里
」
と
い
う
距
離
の
表
現
は
多
分
に
主
観
的
な
要

素
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
国
書
な
ど
に
は
な
じ
ま
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
事
実
、
日
本
側
と
渤
海
国
側
の
表
現
は

一
致
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

「海
」
、
「距
離
」
の
表
現
と
も
に
、
両
国
と
も
独
自
な
表
現
形
式
を
も

っ

て
お
り
、
文
人
た
ち
の
交
流
に
よ

っ
て

一
致
す
る
表
現
を
生
み
出
す
ま
で
に

は
い
か
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「海
」
の
表
現
は
、
渤
海
国
側

の
表
現
の
傾
向
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
結
果
、
嵯
峨
朝
に
お
け
る
変
化
を

引
き
起
こ
し
た
実
例
と
し
て
、
ま
た
嵯
峨
朝
の
革
新
的
な
文
壇
の
雰
囲
気
を

知
る

一
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

注（１
）

神
亀
四
年
十
二
月
二
十
九
日
条
に

「其
後
朝
貢
久
絶
実
。
至
レ
是
、
渤
海

郡
王
遣
二寧
遠
将
軍
高
仁
義
等
廿
四
人
一朝
聘
。
」
と
あ
り
、
日
本
側
は
朝
貢

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

（２
）

宝
亀
三
年
九
月
二
十

一
日
条
、
弘
仁
二
年
四
月
二
十
七
日
条
な
ど
に
日
本

人
の
遭
難
の
記
事
が
見
え
る
。

（３
）

福
田
俊
昭

「大
伴
氏
上
の

「渤
海
入
朝
」
詩
」
Ｓ
ア
ジ
ア
遊
学
』
５６
渤
海

関
連
詩
を
読
む
第
二
回
二
〇
〇
三
）。

（４
）

前
掲
論
文

（３
）
参
照
。

（５
）

用
例
は
、
す
で
に
日
本
古
典
文
学
大
系

『懐
風
藻
、
文
華
秀
麗
集
、
本
朝

文
粋
』
（岩
波
書
店
　
一
九
六
四
）
の
２２６
頁
で
指
摘
し
て
い
る
。

（６
）

滋
野
貞
主
は
応
製
的
表
現
で
も
同
様
の
傾
向
を
持
つ
詩
人
で
あ
る
。
拙
稿



「勅
撰
三
集
に
お
け
る

「応
製
的
表
現
」
の
研
究
」
翁
國
學
院
雑
誌
」
１０４
‐

３
号
二
〇
〇
三
）
参
照
。

（７
）

宝
亀
三
年
、
七
年
、
十
年
と
遭
難
記
事
が
あ
り
、
七
年
と
十
年
に
は
帰
国

用
の
船
を
与
え
て
い
る
。

（８
）

『凌
雲
集
』
の
詩
の
分
類
は
、
小
島
憲
之

『國
風
暗
黒
時
代
の
文
學
中

（中
Ｌ

（塙
書
房
　
一
九
七
九
）
〓
　
凌
雲
集
の
研
究

（１
）
そ
の
基
礎
的

研
究
」

一
二
五
二
頁
、　
〓

一五
三
頁
の
分
類
を
参
考
に
し
た
。

（９
）

東
北
が
ま
つ
ろ
わ
ぬ
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年

六
月
二
十
七
日
条

「渤
海
国
使
青
綬
大
夫
壱
万
福
等
三
百
廿
五
人
、
駕
二
船

十
七
隻
ヽ
着
二出
羽
国
賊
地
野
代
湊
ど

の
表
現
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

（１０
）

前
掲
書

（８
）

一
五
七
八
頁
参
照
。

（１１
）

新
日
本
古
典
文
学
大
系

『続
日
本
紀
　
一
Ｌ

（岩
波
書
店
　
一
九
九
〇
）

四

一
六
頁
参
照
。

（‐２
）

日
本
古
典
文
学
大
系

『和
漢
朗
詠
集
　
梁
塵
秘
抄
』
（岩
波
書
店

一
九
六

五
）
二

一
三
頁
参
照
。

＊
本
稿
の
本
文
は
、
『凌
雲
集
』
は

『
國
風
暗
黒
時
代
の
文
學
中

（中
ご

（塙
書

房

一
九
七
九
）
に
、
『懐
風
藻
』
『文
華
秀
麗
集
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系

『懐

風
藻
、
文
華
秀
麗
集
、
本
朝
文
粋
』
（岩
波
書
店
　
一
九
六
四
）
に
、
『経
国

集
』
は

『國
風
暗
黒
時
代
の
文
學
　
中

（下
Ｉ
と

（塙
書
房
　
一
九
八
五
）、

『國
風
暗
黒
時
代
の
文
學
　
中

（下
Ⅱ
Ｌ

（塙
書
房
　
一
九
八
六
）、
『國
風
暗

黒
時
代
の
文
學
　
下
Ｉ
』
（塙
書
房
　
一
九
九

一
）、
『國
風
暗
黒
時
代
の
文
學

下
Ⅱ
』
（塙
書
房
　
一
九
九
五
）、
『國
風
暗
黒
時
代
の
文
學
　
下
Ⅲ
』
（塙
書
房

一
九
九
八
）
に
、
『
日
本
書
紀
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
新
装
版

（岩
波
書
店
）、

『続
日
本
紀
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１２
～
‐６

（岩
波
書
店
）
『
日
本
後
紀
』

『続
日
本
後
紀
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系

（吉
川
弘
文
館
）
そ
れ
ぞ
れ
に
拠

っ

て
い
る
。
作
品
の
上
に
付
し
た
番
号
は
作
品
番
号
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

＊
追
記

本
稿
の

「
一
「海
」
の
表
現
―
日
本
国
書
を
中
心
に
―
」
と
、
コ
一

「海
」
の
表
現
―
勅
撰
三
集
の
作
品
を
中
心
に
―
」
は
、
第
十
五
回
渤
海
関
係

詩
研
究
会

（平
成
十
七
年
二
月
十
三
日
於
早
稲
田
大
学
）
で
口
頭
発
表
し
た
も

の
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
―
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